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参加目的 :上記のタイ トルの論文の口頭発表を行い,議論を交えることで理解
を深め,現在の研究テーマを進めるためのアイデアを得ること。また,ESRの
最先端の理論や実験の最先端の研究を学び視野を広げることで, 自分の研究の

位置づけを行 うこと.

会議の状況 :APES2010は ,ア ジア,環太平洋を中心としてヨーロッパやアメ
リカなど,計 14カ 国から電子スピン共鳴 (ESR)の専門家が一堂に会する国
際会議であつた。特に, 日本,韓国やロシアからの参加者を中心に約 120人
で構成されてお り, 口頭発表やポスター発表では,先生のみならず若手研究者
からの質問も多く,非常に活発な議論がなされていた。

成果概要 :「量子コンピュータ 。量子情報処理」は近年,物理のみならず化学の

分野においても最も注目されている トピックの一つである。前回の APES2008
のみならず,今回の APES2010に おいても,量子コンピュータのセッションが

設けられてお り,こ のことからも注目度の高さが伺えた。世界各国の電子スピ

ン共鳴の専門家がここまで集まる場は滅多に無く,こ のような場で,分子の電
子スピンや核スピンを量子ビット扱 うという「分子スピンバス量子コンピュー

タ」の開発研究の口頭発表終了後や翌 日の休憩時間においても質問され議論す

ることで, 自身の研究への理解度やモチベーションを, さらに高めることがで

きた.さ らには,電子スピン共鳴の分野での注目度の高さ,英語での口頭発表
の難 しさや,大切さを直に肌で感 じることができた.ま た,他研究者の発表を
聞き,質問することで得 られた電子スピン共鳴法を用いた他分野の最先端の知
識は, 自分の研究を客観的に位置づけるために役立ち,現在の研究テーマを進
める上で有益なアイデアとなるであろうと確信 している。


